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LD
高森温泉館の入湯者が7月 9日、開館から5年 8ケ月にして200万 人を
突破しました。Jく覗日訃ヨ1鯛
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こ
の
日
二
〇
〇
万
人
目
と
な

っ
た
の
は
、
今
年
七
月
か
ら

輻

町
制
施
行
さ
れ
た
下
益
城
郡
豊
野
町
か
ら
お
い
で
の
宮
村
敬

躙

子
さ
ん
。
今
年
に
な
り
知
人
の
紹
介
で
来
館
す
る
よ
う
に
な

鶏

っ
た
と
の
こ
と
。
今
回
は
御
主
人
と
お
二
人
で
の
来
館
だ
そ
鼈

う
で
、

「ま
さ
か
二
〇
〇
万
人
目
だ
と
は
」
と
驚
か
れ
て
い
燎

ま
し
た
。
町
長
か
ら
記
念
品
と
花
束
が
、
こ
の
他
、
前
後
の
漑

方
々
に
も
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
餞

今
年
四
月
か
ら
管
理
運
営
組
合
で
運
営
す
る
よ
う
に
な

っ
靱

た
高
森
温
泉
館
は
、
平
成
六
年
十

一
月
十
日
の
オ
ー
プ

ン
以
躙

来
、
公
営
温
泉
が
各
地
に
で
き
、
利
用
客
の
大
幅
な
減
少
が
鰈

心
配
さ
れ
る
中
で
、
当
館
は
、
サ
ー
ビ
ス
と
さ
ま
ざ
ま
な
イ

鰊

ベ
ン
ト
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
わ
ず
か
な
減
少
で
抑
え
ら
欲

今
後
は
、
よ
り

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
さ
ま
ざ
ま
な

躙

イ
ベ
ン
ト
等
の
取
り
組
み
に
よ

っ
て
利
用
客
を
確
保
し
な
け
魏

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
諫

七
月
二
日
、
朋
遊
館
に
七
夕
飾
り
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
朋
遊
館
の
来
館
者
に
涼
し
さ
と
懐
か
し
さ
を
味
わ

っ
て
も
ら
お
う
と
、
近
く
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
仲
間
四
名
が
大

小
二
本
の
七
夕
飾
り
を
飾

っ
た
も
の
で
す
。

飾
り
付
け
が
終
わ
る
と
来
館
者
た
ち
か
ら
は
歓
声
が
あ
が

り
、
早
速
カ
ウ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ

っ
た
短
冊
に
さ
ま
ざ

ま
な
願
い
ご
と
を
書
き
飾

っ
て
帰
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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いよいよ夏本番です。涼しさを求めて湧水 トンネル公園

にたくさんの方々が訪れています。

湧水 トンネル公園には、県内外から遠くは関東地方の方々

も訪れていたようです。家族連れや友だち同志、子どもた

ちからお年寄りまで、変わつた トンネルでの涼を楽しまれ

ています。

ウォーターパール前では、不思議そうに水の球体をながめ、

恐る恐る球体を触れようとする人でいつぱいです。そんな

顔を見ているのも面白いものです。      ..

■
■
飩

ト
ー

，１

曲

2

回
1.水と緑と土のにおい、いっぱいの住みよい町にしきす。
2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします

`3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。
4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
5.スポニツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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■
〈
劇
御
牡
和
国
不

（五
百
万
円
以
上
）

■
祭
場
・戸
細
線
道
路
舗
装
工
事

□
工
期
　
平
成
十
二
年
八
月
二
日
か

ら
平
成
十
二
年
十
月
二
十
日
ま
で

□
金
額
　
七
百
五
■
六
万
円
　
□
請

負
者
　
（株
）草
村
道
路
建
設
工
業

■
高
森
駅
前
線
道
路
改
良
舗
装
工
事

□
工
期
　
平
成
十
二
年
八
月
二
日
か

ら
平
成
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
ま

で
　
□
金
額
　
一
一千
六
百
三
十
五
万

五
千
円
　
□
請
負
者
　
（資
）
石
原
建

設■
天
神
・前
原
線
側
溝
改
修
工
事

□
工
期
　
平
成
十
二
年
八
月
二
日
か

ら
平
成
十
二
年
十

一
月
十
五
日
ま
で

□
金
額
　
千
百
六
万
千
七
百
五
十
円

□
請
負
者
　
（有
）興
相
建
設

■
社
倉
・蔵
地
線
４
工
区
道
路
改
良

工
事
　
□
工
期
　
平
成
十
二
年
八
月

ゴ

ミ

収

集

二
日
か
ら
平
成
十
二
年
十
二
月
二
十

五
日
ま
で
　
□
金
額
　
四
千
百
七
十

九
万
円
　
□
請
負
者
　
（株
）
草
村
企

業■
団
体
営
村
山
地
区
農
道
整
備
工
事

□
工
期
　
平
成
卜
二
年
八
月
二
日
か

ら
平
成
十
二
年
十
二
月
卜
五
日
ま
で

□
金
額
　
一
一千
二
百
七
十
六
万
四
千

円
　
□
請
負
者
　
（株
）藤
本
組

■
年
■
拿
●
相
一
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と

き
　
八
月
二
十
五
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室

八
月
十
四
日

（
月
）
と
十
五
日

（
火
）
の
収
集
業
務
は
お
休
み
で
す
。

持
ち
込
み
は
平
常
ど
お
り
お
こ
な
い
ま
す
。
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

●   ●

●   ●

平
成
十
二
年
八
月

一
日
か
ら

「役
場
高
森
中
央
出
張
所
」

・
　
　
　
開
設
し
ま
し
た

八
月

一
日
か
ら
役
場
高
森
中
央
出
張
所

（旧
産
交
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
跡
）
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会

に
少
し
で
も
対
応
し
よ
う
と
七
月
の
町
議
会
臨
時
会
で
承
認
を
受

け
開
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

町
職
員
人
事
異
動

中
央
出
張
所
の
開
設
等
に
伴
い
、

八
月

一
日
付
け
で
職
員
の
人
事
異

動
を
行
い
ま
し
た
。
（　
）
内
は
旧
係

■
高
森
中
央
出
張
所
　
▼
所
長

二

子
石
範
男

　

（税
務
課
長
）

▼
住

】

民
係
長
　
馬
原
恵
介

（行
政
係

・

選
管
書
記
）

■
総
務
課
　
▼
行
政
係

。
選
管
書

記
　
安
方
合

（戸
籍
住
民
係
）

■
住
民
生
活
課
　
▼
住
民
生
活
課

畏
補
佐
兼
国
民
年
金
係
長
　
二
子

石
衛
　
▼
戸
籍
住
民
係
長
　
佐
藤

武
文

（草
部
出
張
所
住
民
係
長
）

■
税
務
課
　
▼
税
務
課
長
　
岩
下

光
廣

（税
務
課
長
補
佐
兼
町
民
税

係
長
）

▼
税
務
課
長
補
佐
兼
国
民

健
康
保
険
係
長
　
岩
下
昭
久

（国

民
健
康
保
険
係
長
）

▼
町
民
税
係

長
　
工
藤
英
二

（野
尻
出
張
所
住

民
係
長
）
　

▼
固
定
資
産
税
係
長

岩
下
公
治

（会
計
係
長
）

■
農
林
振
興
課
　
▼
農
林
振
興
課

長
補
佐
兼
林
業
振
興
係
長
　
山
村

将
護

（林
業
振
興
係
長
）

■
草
部
出
張
所
　
▼
住
民
係
長

村
嶋
兵
志
郎

（固
定
資
産
税
係
長
）

■
野
尻
出
張
所
　
▼
住
民
係
長

甲
斐
末
久

（戸
籍
住
民
係
長
）

■
収
入
役
室
　
▼
会
計
係
長
　
佐

伯
実

（固
定
資
産
税
係
）

主
な
業
務
は

（高
森
町
全
域
）

１
、
戸
籍

・
住
民
票
謄
抄
本
の
発
行

２
、
印
鑑
登
録

・
各
種
証
明
の
発
行

３
、
町
税
等
の
収
納

４
、
本
庁
各
課
と
の
連
絡
調
整

業
務
時
間
は

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
で
す

※
待
含
室
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
開
放
し
て
お
り
ま
す
。

バ
ス
の
ご
利
用
な
ど
、
交
流
の
場
と
し
て
広
く
ご
利
用
下

さ
い
。

高
森
町
役
場
　
高
森
中
央
出
張
所

〒
８
６
９

・
１
６
０
２
　
高
森
町
大
字
高
森

一
六

一
五
―
五

ＴＥ

２

・
３

４

１

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
地
元
民
生
児

童
委
員
の
心
配
ご
と
相
談
員
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

車
部
地
区

■
と
き
　
八
月
十
八
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
草
部
出
張
所

野
尻
地
区

■
と
き
　
八
月
二
十
五
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
野
尻
出
張
所

高
森

・
色
見
地
区

■
と
き
　
九
月
五
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
芙
蓉
館

蜀〃％
編
集
後
記

励
　
　
　
　
．′
レ
・

暑
い
夏
が
、
台
風
六
号
以
降
は
梅

雨
空
の
よ
う
な
天
候
と
な
り
ま
し
た
。

よ
う
や
く
夏
空
が
戻
っ
て
き
ま
し
た

が
、
み
な
さ
ん
、
夏
ば
て
は
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

さ
て
、
先
月
行
わ
れ
ま
し
た
湧
水

ト
ン
ネ
ル
七
夕
ま
つ
り
は
多
く
の
方
々

が
来
場
さ
れ
、
涼
し
さ
を
味
わ

っ
て

帰
ら
れ
、
多
く
の
方
々
か
ら
「良
か
っ

た
で
す
。
ま
た
来
ま
す
。
」
と
の
実
に

あ
り
が
た
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、落
と
し
物
や
忘
れ
物
も
あ
り
、

届
け
先
の
分
か
っ
て
い
る
方
に
は
、

観
光
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
と
七
夕
ま
つ
り

へ
の
米
場
の
お
礼
の

一
言
を
添
え
、

送
付
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
一
人
の
方

か
ら
大
変
て
い
ね
い
な
礼
状
が
届
き

ま
し
た
。ち
ょ
っ
と
し
た
事
が
、先
方

に
は
嬉
し
か
っ
た
み
た
い
で
、
こ
ち

ら
も
得
し
た
よ
う
な
い
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

「情
け
は
人
の
た
め
成
ら
ず
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
何
事
も
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
、
そ
う

す
れ
ば
廻
り
廻
っ
て
本
人
の
為
に
な

る
。
こ
の
言
葉
を
実
感
し
た
気
分
で
す
。

ち
よ
っ
と
し
た
お
も
い
や
り
は
、

広
報
を
作
成
す
る
上
で
も
大
変
重
要‐

な
こ
と
で
す
が
、
実
状
的
に
は
そ
こ

ま
で
気
が
回
ら
な
い
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。す
い
ま
せ
ん
。　
　
　
日
浩

診
療
は
午
前
９
時
か
ら午

後
５
時
ま
で

８

月

‐３
日

８

月

２０
日

８

月

２７
日

９

月

３

日

９

月

‐０
日

９

月

‐５
日

９

月

‐７
日

９

月

２３
日

渡

辺

内

科

８
⑦
ｌ

７
７
７

後

藤

医

院

雪
⑦
‐
０
０
１
９

立

野

病

院

四
③
‐
０
１
１
１

南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

雪
⑦
‐
２
０
３
０

藤

本

医

院

８
⑦
‐
Ｏ
０
２
０

平

田

医

院

８
②
‐
０
２
１
６

馬
原
内
科
医
院

雪
②
‐
０
６
４
６

立

野

病

院

四
③
‐
０
１
１
１

*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-O099
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おり|てたのおくやみ
2000 6月 受付分   敬称略

すえながく
お幸せに

r荒 牧秀行
(ヽ田中)千鶴

′大塚孝倫
(ヽ坂本)佳子

r工 藤直幸
(ヽ玉 日)真紀

′伊 藤 哲 典

t(佐藤)真弓

戸の下

西中原

森

上 在

昭f ttΠ

高森・下町

涸 水 町

高森・昭和

山 鹿 市

色見・山鳥

高森・昭和

永野原・岩神

高 千 穂 町

6.2

6.15

6.23

6.28

おくやみ
もうしあげます

住 所 御 遺 族 続柄 死 亡 者 年齢

安在 健男

佐伯 喜輛

児玉 範幸

渡邊 成賞

藤原ナツ子

安在チ ヨコ

佐伯 哲男

児玉 キ ヨキ

渡邊イツエ

藤原 末治

母

夫

母

母

夫

１

９

４

８

１

８

７

８

８

７

人日の動 き

(6月 末日現在 )

世帯数 2;605(+2)
男   3,768(- 3)
女   4,042(+ 1)

総  数  7,810(- 2)

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典 )|て し)後藤ツボ ミ 岩 fi十男 小糸

矢代 安在健 りj 佐伯 喜i爾  児 I`範 幸

渡追成寅

〈一般寄付〉 アヽ石ダンス教室

■広報送料寄付

小林 広憲 (滋賀県近江八幡市)

善 童 の 灯
りがとうございました (敬称

|
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衆議院議員選挙及び最高裁判所裁判官国民審査

風

鰭
麻
　

螺
ホ
　

八
月
十
七
日
（
木
Ｙ
十
八
日
（
金
）
は
、
風
鎮
祭
の
た
め
交
通
規
制
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
と
総
理
府
で
は
、
障
害
者

に

対
す
る
国
民
の
理
解

の
促
進
を
図

る
た
め
、

「出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、

心
の
輪
」
を
テ
ー

マ
に
、
障
害
の

あ
る
方
と
な

い
方
と
の
交
流
な
ど

を
綴

っ
た
作
文
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
十
二
月
九
日
が
、

「障

害
者

の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め

の
ポ

ス
タ
ー
も
併
せ
て
募
集
し
て

い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は

熊
本
県
障
害
保
健
福
祉
課
ま
で

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

「

１

（内
線
７
１
４
４
）

道
路
を
守
る
月
間

八
月
は
道
路
を
守
る
月
間
で
す
。

道
は家

族
で
の
ド
ラ
イ
ブ

荷
物
の
運
送

通
勤

・
通
学

散
歩

・
ジ

ョ
ギ
ン
グ

な
ど
、
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い

ま
す
。

道
は
空
気
の
よ
う
に
、
あ
ま
り

に
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、

そ
の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
て
い

ま
す
。「道

」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
は

熊
本
県
道
路
維
持
課
ま
で

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
６
１
１
３
）

「く
ま
も
と
ふ
る
さ
と

し
ご
と
探
し
フ
ェ
ア
ー
』

Ｕ
タ
ー
ン
等
に
よ
り
県
内
に
就

職
を
希
望
さ
れ
る
方
と
、
優
秀
な

人
材
を
確
保
し
た

い
地
元
企
菜
約

十
五
社
と
の
就
職
面
接

「く
ま

も
と
ふ
る
さ
と
し
ご
と
探
し
フ

エ

ア
ー
」
を
、
八
月
卜
四
＝
熊
本
交

通
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
都
会
で
働

い
て
お
ら

れ
る
方
が
帰
省
さ
れ
る
毎
年
こ
の

時
期

に
行

っ
て
い
る
も
の
で
今
年

で
四
回
日
と
な
り
ま
す
。
当
日
は

専
門
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
も
で

き
ま
す
の
で
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は

熊
本
県
労
働
雇
用
課
ま
で

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
５
２
４
２
）

回
」設
置

こ
の
た
び
、
町
村
合
併
問
題
に

関
す
る
住
民
か
ら
の
相
談
等
の
要

請
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
阿
蘇
地

域
振
興
局
振
興
調
整
室
内
に

「町

村
合
併
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
９

・
２
６
１
２

阿
蘇
郡

一
の
宮
町
宮
地
２
４
０
２

阿
蘇
地
域
振
興
局
振
興
調
整
室

企
画
調
整
班

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
１

１

１

１

（内
線
３
９

１
）

臥
０

９

６

７

・
２

２

・
１

１

２

６

発
明
工
夫
展
作
品
募
集

県
で
は
、
科
学
技
術

の
振
興
及

び
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
発

明
工
夫
展
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

■
募
集
部
門
　
小
学
生

の
部

・中

学
生
の
部
上

般
の
部

（高
校
生
・

大
学
生
及
び
教
師
を
含
む
）

■
募
集
作
品
　
発
明
工
夫
に
テ
ー

マ
を
置

い
た
も

の
（
ア
イ

デ
ア

の
み
の
も
の
は
は
不
可
）

■
期
日
　
十

一
月
八
日

（水
）
か
ら

十

一
月
十
六
日

（本
）
ま
で

■
会
場
　
熊
本
市
立
熊
本
博
物
館

熊
本
市
古
京
町
３
１
２

出
品
申
込
み
等
、
詳
し
く
は

熊
本
県
商
工
観
光
労
働
部
工
業
振

興
課
内
　
発
明
協
会
熊
本
県
支
部

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

（内
線
５
１
６
６
）

■
・　
　
　
．■
　

　

・●

一一産
業
開
‐発
青
年
隊
員
募
集

‐

　

　

‐
〓

‐

　

‐一

　

　

一一

　

　

一
■

平
成
十
三
年
度
隊
員
の
第

一
次

募
集
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る

ま
た
は
、
居
住
し
よ
う
と
す
る
十
八

歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の
独
身
の
者
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
者
、
心
身
が
健
全
で
教
育
訓
練
に

耐
え
う
る
者
、
全
寮
制
に
よ
る
規
則

正
し
い
生
活
に
耐
え
う
る
者

■
募
集
人
員
　
三
十
五
名
程
度

（女
子
を
含
む
）

■
募
集
期
間
　
九
月

一
日
（金
）
～

九
月
二
十
二
日
（金
）

■
試
験
期
日
　
十
月
二
日
（月
）

■
試
験
会
場
　
熊
本
県
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
（城
南
町
舞
原
東

一
九
四
）

■
試
験
科
目
　
学
科
試
験
（数
学
、

国
語
、
作
文
）
、
面
接
試
験

■
申
し
込
み
先
・問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

下
益
城
郡
城
南
町
大
字
沈
目

１

６

６

７

ＴＥ

０

９

６

４

・
２

８

・
６

６

１

１

無
料
　
交
通
事
故
相
談

電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
２
４

・
８
７
４
０

（直
通
）

■
相
談
日

月
～
金

午
前
九
時
半
～
十
二
時

午
後

一
時
～
四
時
四
十
分

（祝
祭
日
を
除
く
）

◎
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な

っ

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
弁
護
士
相
談
日
毎
週
水
曜
日
午

後

一
時
～
四
時

（予
約
制
、
相
談

無
料
）

社
団
法
人
　
日
本
損
害
保
険
協
会

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
セ
ン
タ
ー

熊
本
市
辛
島
町
八
―
二
三

熊
本
東
京
海
上
ビ
ル
五
階

④
1 日興 |

L工蓋」

肥
後
銀
行

駐
車
場

宮
崎
銀
行

花
畑
公
園

産
文
会
館

交
通
セ
ン
タ
ー

岩
田
屋

|

至_」

「
―
―
―
―
コ

一
市
民
会
館

一

率
島
公
園

「
‐障
害
者

」
募
集

衆議院議員選挙及び最高裁判所裁判官国民審査が、 6月 13日 に告示、 6月 25日
に投票が行われました。

町では、午前 7時から 15の投票所で午後 6時 まで (今回は本町の 15の全投票所

は2時間の繰 り上げ)投票が行われ、同日午後 8時からは林業総合センターで開票作

業が行われました。

今回の選挙は、21世紀に向かう日本の大きな期待を担うものでしたが町内では、

衆議院小選挙区選出議員選挙で73.36%と 残念ながら前回 (平成 8年 10月 )の同選

挙76.99%を 3.63%下回りました。

町内の選挙結果及び投票率は下記のとお りです。

の
日
の
ポ

ス

●   ●

●   ●

衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
　
投
票
区
別
投
票
率
　
　
　
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
　
投
票
区
別
投
票
率

衆1議院比例代表選出議員

選挙開票結果

(高森町分 )

1,477
975
871
331
186
131

投 票 所 名
選挙当日

の

有権者数

投 票 者 数 投票率

(%)
男 女

△
=↓Eコ ロ :

高森町基幹集落センター 265 102 lll 213 80.38
∩
∠ 菅山集会所 96 29 35 64 66.67
∩
６ 芹 回集会所 193 77 79 156 80.83
4 永野原公民館 258 93 99 192 74.42
Ｆ
Э 高森 自然学校 263 99 103 202 76.81
（
０ 上在集会所 616 198 220 418 67.86
７
〓 旧高森保育園 1,187 416 449 865 72.87
（Ж
∪ 下町公民館 1,059 348 425 773 72.99
Ｑ

） 南公民館 515 178 200 378 73.40
10 旧 JA下色見支所 540 203 202 405 75.00

11 上色見小学校 458 172 180 352 76.86

12 高森町林業センター 356 117 126 243 68.26
13 永野集会所 64 20 27 47 73.44
14 尾下体育館 174 60 60 120 68.97

15 河原老人憩いの家 192 75 72 147 76.56

口 計 6,236 2,183 2,388 4,575

本県全体の投票

65.24%

投 票 所 名
選挙当日

の

有権者数

投 票 者 数 投票率

(%)
男 女 ^姜

↓

=コ
ロ l

高森田1基幹集落センター 265 102 111 213 80.38
つ

し 菅山集会所 96 29 35 64 66.67
０
６ 芹口集会所 193 77 79 156 80.83
4 永野原公民館 258 93 99 192 74.42
Ｆ
Э 高森 自然学校 263 99 103 202 76.81
（０ 上在集会所 616 198 220 418 67.86
７
， 旧高森保育園 1,187 416 449 865 72.87
∩バ
〕 下町公民館 1,063 349 425 774 72.81
Ｑ

） 南公民館 515 177 200 377 73.20

10 旧JA下色見支所 540 203 202 405 75.00

11 上色見小学校 458 172 180 352 76.86

12 高森町林業センター 356 117 126 243 68.26
13 永野集会所 64 20 27 47 73.44
14 尾下体育館 174 60 60 120 68.97

15 河原老人憩いの家 192 75 72 147 76.56

合   計 6,240 2,183 2,388 4,575 73.32

県全体の投票

65。20%

時間 10時から15時まで  (18)役場の支払日  8/25(金)9/5(火)9/18(月 )(3)

颯巫罐収睫ド鰺鰈

県
の
一の
州
ら
せ

久

宏

法

和

健
主

口

田

水

濱

益

清

衆議院小選挙区選出議員

選挙開票結果

(高森町分)敬称略

松岡 禾11勝    3,104
1,159

91
49

■有効投票数  4,403
‐■無効投票数   172
■投票総数  4,575
■投票率  73.36%

73.36



ご存知ですか ?
児童扶養手当制度・母子家庭医療助成制度

児童扶養手当は、がんばるお母さんのサポーター。
「児童扶養手当」は児童扶養手当法に基づいて、次のような場

合に家庭生活の安定 と自立を援助 し、児童福祉の増進を図ること

を目的として母子家庭などに支給されます。

①受給対象となる児童の範囲は '・ ・・

●父の死亡や父母の離婚で父と生計を同じくしていない児童。

●未婚の母の児童

●その他いろんな要件により対象となる場合があります。

②手当の額はいくら・・・

児童 1人 のときは月額42,130円 、 2人 目のときは、5,000円 、 3

人以上のときは 1人当た り3,000円 を加算 した額が支給されます。

ただし、所得による制限があります。次のような場合は手当は支

給されません。

●昭和60年 8月 1日 以降に手当の支給要件に該当してか ら5年を経

過 しても請求しなかった場合。

●児童が父または、母の死亡について支給される公的年金給付を

受けることができる場合及び母 または、養育者が、公的年金給付

を受けられる場合。 (国民年金法に基づ く老齢福祉年金を除 く)

●その他状況により支給されないことがあります。

母子家庭医療助成制度

受給対象者の範囲は児童扶養手当制度とほぼ同じです。

医療費の一部負担金の2/3を 助成します。

制度についての詳しいお問い合わせは

役場保健福祉課 福祉係 TEL 2… 1111 (内線127、 128)まで。

■

●●

引揚者のみなさまへ

税関では戦後、,毎タトから引 き揚げられた方々

預か りした通貨や証券類の返還 を行っ

ていますが、半数以上はまだ返還の中し出が

なく、税関に保管されたままになっています。

まだ、返還請求がお済みでない方 は、 早目

に税関にお問い合わせ くださいの

返還請求は、引揚者本人のほか、 ご家族の

方でもできます。

問い合せ先 :長崎税関監視部

〒850¨0862  長崎市出島町 1-36

TEL095-828-8644

ホームページア ドレス

zeikan@nagasaki-customs. go.jp

電気事故防止について

ホコリとコンセントトラッキングによる出火
冷蔵庫や洗濯機などのプラグはコンセントに差し込んだままになっ

ていませんか。

水い間に、ホヨリがたまり、これに湿気が加わると火災になること

があります。 (ト ラッキング現象といいます )

差 し込んだままのプラグも1年に 1回 は点検や掃除をしましょう。

■問い合わせは

財団法人 九州電気保安協会 TEL 092¨ 711-0056

繊

ま
つ
り
期
間
申

３
万
人
が
来
場

七
月
六
日
か
ら
九
日
ま
で
の
四

日
間
に
わ
た

っ
て

「高
森
湧
水
ト

ン
ネ
ル
七
夕
ま
つ
り
」
が
高
森
湧

水
ト
ン
ネ
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

来
場
者
は
四
日
間
で
な
ん
と
三
万

人
。こ

れ
は
七
夕
に
あ
わ
せ
高
森
ト

ン
ネ
ル
を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と

行
わ
れ
て
お
り
今
回
で
五
回
目
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
き
れ
い
で
冷
涼

な
高
森
の
水
資
源
や
自
然
の
大
切

さ
を
見
直
し
、
高
森
の
自
然
に
誇

り
を
も

っ
て
も
ら
い
、
ま
た
町
外

の
方
々
に
も

「自
川
源
流
地
た
か

も
り
」
の
豊
か
な
水
資
源
を
Ｐ
Ｒ

し
、
自
然
を
守
る
必
要
性
を
広
く

訴
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
内
部
に
は
五
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
大
き
な
七
夕
飾
り
が

七
十
四
基
も
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人

た
ち
は

一
つ
ひ
と
つ
念
入
り
に
眺

め
な
が
ら
、
日
頃
見
慣
れ
な
い
ト

ン
ネ
ル
内
部
や
湧
水
館
で
の
七
夕

習
字
展
の
鑑
賞
、
ま
た
、
森
の
風

事
業
組
合
の
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取

り
大
会
や
観
光
協
会
会
員
等
か
ら

の
出
店
も
あ
り
、
夜
市
気
分
で
の

ん
び
り
と
涼
し
さ
を
満
喫
し
な
が

ら
す
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

今
回
の
七
夕
ま

つ
り
に
、
た
く

さ
ん
の
皆
様

の
ご
協
力
を

い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方

の
ふ

れ
あ

い
と
出
会

い
の
場
、
そ
し
て

憩

い
の
場
と
な
る
よ
う
、
来
年
度

も
益
々
発
展
さ
せ
た

い
と
存
じ
ま

す
。

七
夕
飾
り
を
出
展

い
た
だ
い
た
方

々
（順
不
同
）

高
森
保
育
園
、高
森
幼
稚
園
、色
見

保
育
園
、
車
部

・車
部
北
部
保
育
園

合
同
、
野
尻

・河
原
保
育
園
合
同
、

高
森
小
学
校

（２
基
）
、
色
見
小
学

校
、
上
色
見
小
学
校
、
草
部
南
部
小

学
校
、
高
森
東
小
学
校
、
高
森
中
学

校
、草
部
中
学
校
、高
森
東
中
学
校
、

高
森
高
等
学
校
、
上
在
子
ど
も
学

習
会
、
梅
香
苑
、
高
森
寮
、
熊
本
県

信
用
組
合
高
森
支
店
、
肥
後
銀
行

高
森
支
店
、
ひ
ゆ
が
や
、
高
森
町
観

光
協
会
、
高
森
警
察
署
、
岩
下
り
ん

ど
う
園
、
藤
本
組
、
た
か
も
り
花
高

原
、
青
山
製
作
所
、
早
川
製
作
所
、

は
な
し
の
ぶ
高
原
ベ
ン
シ
ョ
ン
村
、

嶋
田
電
工
社
、
高
森
郵
便
局
、
平
田

医
院
、
馬
原
内
科
医
院
、
南
郷
谷
整

●   ●

(4)

ξ

たかも ιl出
'身

の皆様ヘ 広報たかもり からのお願い

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と

へ
の
想

い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立

つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
三
千
三
百
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

昨
年
度
は
約
十

一
万
三
千
円
、

本
年
度
も
既
に
六
万
八
千
円

の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（寄
付
い
た
だ
い
た
方
は
お

名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、　
一

ヶ
月
に
百
四
十
円
か
か
り
ま

す
。

（広
報
誌
代
は
無
料
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為

替
な
ど
）
や
、
九
十
円
以
下

の
少
額
切
手
で

一
年
分
程
度

の
ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
致

し
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願

い

申
し
上
げ
ま
す
。

(17)

■〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168 高森町役場 広報たかもり 電話09676-2-1111(担当 田上)
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■
い
サ

10月 1日現在で

全国一斉に国勢調査 を

実施します。
ざ
１
ノ

ヽ
Ｊ
′

ノ

“

メ
●

メ
リ

ノ

′ ヽ

OGttD 優死滉∽

国勢調査は9月 下旬から10月 上旬にかけて、

「国勢調査員証」を携帯 した国勢調査員が

世帯を訪問し、直接、調査票を配布・収集

する方法で行います。

国勢調査は日本に住んでいるすべての人

を対象 とした大規模な調査です。今回は、

21世紀の国の施策や町づ くりなどの基礎資

料を得るための大切な調査になります。

調査内容が他にもれた り統計以外の 目的

に使われることはありません。

皆さまのご協力をお願いいたします。

高森町国勢調査実施本部

企画観光課企画係 TE曖-1111(内線121)

県では、新しい総合計画 「パー トナーシップ21く ま

もと」をテーマとしたロゴを募集しています。

※ロゴ=文字と図形の自由なデザイン

記

■作品の基準 デザインは、文字 (漢字、ひらがな、カ

タカナ、ローマ字など)だ けのもの、文

字と図形の組み合わせなど自由。

手法、色づかい等も自由です。

(コ ンピュータ・グラフィック可。)

■応募資格  どなたでも応募できます。

■締め切り  平成 12年 8月 18日 (金 )

(当 日消印有効 )

■応募方法  作品の裏面に住所、氏名、年齢、性別、

電話番号と作品の簡単な説明を記入して

応募 (郵送 または持参)して ください。

■  賞   最優秀賞 1点…・ (賞状、副賞 5万円)

優秀賞 2点程度…・ (賞状、副賞 2円 )

(作品は未発表のもの、応募作品の著作

権は県に帰属 します。)

■発  表  8月 下旬に発表し本人へ通知 します。

9月 以降、県計画をはじめ、県の印刷物

等に幅広 く使用していきます。

■応募先・お問い合わせ先

〒 862…8570 熊本市水前寺 6-18-1

県企画調整課 ロゴ募集係

TEL 096…383-1111(内線 3537、 3623)

集中 I合計画ロゴ暮
七夕飾 リコンテス ト

投  票  結  果

有 効 票 9820票

今村町長から特選の賞状を受ける馬場竹材、馬場義晴さんとし夕飾 り (左 )

馬場竹材

(有 )高森タクシー

役場税務課

高森中学校

高森小学校給食

共同調理場

(株 )岩下 りんどう園

特別養護老人ホーム ↑雌fざ夕巳

立正福祉会 高森寮

選

席

席

席

〃

アイテ
゛
ア賞

２

　

　

３

●

七
夕
飾
リ
コ
ン
テ
ス
ト

馬
場
竹
材

昨
年
に
続
き
特
選

七
月
八
日
と
九
日
の
七
夕
ま

つ

り
ご
来
場

の
方
々
に
投
票
し
て
も

ら
い
七
夕
飾
リ

コ
ン
テ
ス
ト
を
行

い
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
素
晴
ら
く
、
優
劣

つ
け
が
た

い
と
の
声
も
多
数
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
昨
年
に
続

き
馬
場
竹
材

の
作
品
が
特
選
と
な

り
ま
し
た
。

馬
場
竹
材

の
作
品
は
昨
年
も
竹

材
の
美
し
さ
を
質
素

に
現
し
、
連

続

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

●

●   ●

□
湧
水
ト
ン
ネ
ル
の
七
夕
飾
り
は
、

十
月
二
十

一
日
ま
で
展
示
致
し
ま

す
。
八
月
末
ま
で
は
九
時
か
ら
二

十
時
ま
で
、
十
月
末
ま
で
九
時
か

ら
十
九
時
ま
で
で
す
。

□
な
お
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
だ
け

で
は
危
険
な
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
保
護
者

の
方
と

一
緒
に
入
ら

れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

□
ま
た
、
本
町
で
は
湧
水
ト
ン
ネ

ル
に
限
ら
ず
、
各
種
施
設
に
ち
り

か
ご
を
設
置
し
な

い
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
経
費
を
削
減

し
て
町
の
予
算
を
大
切
に
使
う
た

め
で
す
の
で
、
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰

り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
皆
様
方

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
。

一
席
の
高
森
タ
ク
シ
ー
の
作
品
は
空
き
缶
の
タ
プ
を
見
事
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、

観
客
の
注
目
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
森
小
共
同
調
理
場
や
高
森
寮
な
ど
の

作
品
に
は
卵
の
容
器
を
上
手
に
使

っ
た
作
品
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
の
作
品
や
、
地
球

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
な
ど
が
多
数
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

形
外
科
、
石
原
建
設
、
阿
蘇
南
農
協

高
森
中
央
支
所
、
豊
前
屋
本
店
、
高

森
町
森
林
組
合
、
森

の
風
事
業
組

合
、
体
暇
村
南
阿
蘇
、
高
森
町
建
設

業
組
合
、
高
森
町
建
築
業
組
合
、
九

電
工
南
阿
蘇
営
業
所
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
観

光
高
森
タ
ク

シ
ー
、
一
の
宮
Ｎ
Ｔ

Ｔ
、
九
州
電
力
大
津
営
業
所
、
高
森

町
水
道
事
業
組
合
、
山
見
茶
屋
、
馬

場
竹
材
、
高
森
モ
ー
タ
ー
ス
、
高
森

ス
ト
ー
ク
、
高
森
田
楽
村
、
南
阿
蘇

鉄
道
、
奥
阿
蘇
物
産
館
、
南
阿
蘇
畜

産
協
同
組
合
、
飯
塚
電
機
工
業
、
高

森
温
泉
館
、
そ
ば
処
慶
恩
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
草
部
北
部
子
ど
も
ひ

ま
わ
り
会
、
Ｔ
Ｋ
Ｕ
テ
レ
ビ
熊
本
、

青
葉
共
同
作
業
所

（福
岡
県
）
高
森

小
共
同
調
理
場
、
高
森
東
中
共
同

調
理
場

ス
ク
ー
ル
バ
ス
合
同
、
そ

の
他
役
場
内

の
各
課
・所

・局
・室

（

基
）
あ
わ
せ
て
総
計
７４
基

の
出
展

で
し
た
。

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
次
の
と
お
り

火
葬
施
設
職
員
（中
部
斎
場
）を
募
集
し
ま
す

■
受
験
資
格
　
昭
和
四
十
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

■
職
　
　
種
　
火
葬
施
設
技
師

一
名
程
度

■
試

験

日
　
十
月
十
七
日

（火
）

予
定

■
受
付
期
間
　
九
月
十
八
日

（月
）
～
九
月
二
十
九
日

（金
）

■
受
験
案
内

受
験
申
込
書
な
ど
問
い
合
わ
せ
は

〒
８
６
９

・
２
２
２
４
　
阿
蘇
町
大
字
蔵
原
八
八
五
の

一

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
　
総
務
課
総
務
係

ＴＥＬ
０
９
６
７

・
３
４

・
１
１
２
３

職 ］員
富ヨ
フテ

僣三
フ甲ヽ

☆
学
べ
る
歓
び
見
つ
け
ま
せ
ん
か
☆

通
信
制
課
程

・
放
送
教
育
コ
ー
ス
で
高
校
の
卒
業
を
―

秋
か
ら
入
学
が
可
能
で
す
―

集

中
学
校
卒
業
以
上
で
、
学
習
意
欲
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
年

彗
チ

齢
、
学
力
、
国
籍
の
制
限
な
く
、
三
年
間
で
卒
業
が
可
能
で
す
。

■
“

ま
た
、
二
年
、
三
年

へ
の
転
入

・
編
入
も
で
き
ま
す
。

雑
К

〈必
要
な
学
習
活
動
は
次
の
四
つ
で
す
〉

①
専
用
の
放
送
講
座
を
聴
き
な
が
ら
自
宅
で
学
習
。

生
工

②
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
添
削
指
導
を
受
け
る
。

③
月
平
均
二
回
、
日
曜
日
に
登
校
し
、
授
業
を
受
け
る
。

蕃
チ

④
学
期
毎
の
定
期
試
験
を
受
け
る
。

（春
学
期

（四
～
九
月
）
秋
学
期

（十
～
三
月
）
の
二
学
期
制
）

帥
い

◇
願
書
受
付
期
間
　
九
月

一
日

（金
）
～
九
月
二
十
二
日

（金
）

コ
Л
■

◇
問
い
合
わ
せ
先
　
熊
本
市
渡
鹿
九
丁
目

一
―

一

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
７

３

３

０

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校

・
熊
本
校

(16)(5)
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《
思

い

こ

み

や

偏

見

を

な

く

し

て

い

き

ま

し

よ

う

》
　

　

人
権
啓
発
シ
リ
ー
ズ

Ｎｏ．
３

「女
の
く
せ
に
料
理
も
で
き
な

い
の
か
」
「年
寄
り
の
く
せ
に
そ
ん
な
派
手
な
服
を
着
て
」
「子
ど

も
の
く
せ
に
生
意
気
な
こ
と
を
言
う
な
」
な
ど
と
、
私
た
ち
は
言
う
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、
つ
い
何
気
な
く
交
わ
し
が
ち
な
も
の
の
ひ
と

つ
で
す
が
、
で
も
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
に
は
、
「女
は
料
理
が
で
き
る
も
の
」
「年
寄
り
は
地
味
に
し
て
お
く

も
の
「子
ど
も
は
素
直
に
言
う
こ
と
を
聞
く
も
の
」
と
い
っ
た
偏
見
や
差
別
の
気
持
ち
が
潜
ん
で
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
見
る
の
で
は
な
く
「女
は
○
○
で
あ
る
べ
き
だ
」
「年
寄
り
は
○

○
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
よ
う
に
集
団
や
グ
ル
ー
プ
を
十
把

一
絡
げ
に
固
定
的
に
、
レ
ツ
テ
ル
を

は
っ
て
し
ま
う
の
は
偏
見
や
差
別
に
つ
な
が
り
ま
す
。

同
和
問
題
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
噂
や
憶
測
で
思
い
込
ん
で
い
た
り
、
決
め
つ
け
て
し
ま
う

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「熊
本
の
人
は
田
舎
者
だ
か
ら
‥
こ
「熊
本
の
人
は
頑
固
だ
か
ら
‥
こ
な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
、
ど

の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

偏
見
は
科
学
的
な
根
拠
の
な
い
話
や
う
わ
さ
な
ど
を
安
易
に
受
け
入
れ
、
も
の
ご
と
を

一
面
的

に
し
か
見
ず
に
、
よ
く
確
か
よ
う
と
し
な
か
っ
た
り
、
自
分
自
身
で
考
え
判
断
し
な
い
態
度
か
ら
生

ま
れ
ま
す
。

偏
見
に
つ
い
て
、
簡
単
に
定
義
す
れ
ば
「充
分
な
証
拠
な
し
に
、
私
た
ち
が
あ
る
人
び
と
や
事
物

に
対
し
て
抱
く
、
好
き
と
か
嫌
い
と
か
い
う
感
情
」
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
感
情
が
具

体
的
な
行
為
・行
動
と
し
て
現
れ
た
も
の
が
差
別
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

偏
見
を
な
く
す
に
は
、①
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
紙
に
も
ど
し
て
も
の
ご
と
を
正
し
く
見
よ
う

と
す
る
意
欲
、②
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を
少
し
で
も
わ
か
ろ
う
と
す
る
姿
勢
、③
も
の
ご
と
を
表

面
的
に
と
ら
え
ず
に
深
く
掘
り
下
げ
る
も
の
の
見
方
が
大
切
で
す
。

高
森
町
役
場

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

‘，
・
ヽ
　
―
―
」
　
　
一

鷲
¢
く

，
い
ヽ

肥

後

狂

旬

皐
　
月

　

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

「阿蘇の野の花」 歌詞募集

●  ●

●  ●

毎年、6月 の第 4日 [1翌 日に開催 される「はな しのぶ コンサー ト」 コンサ

ー トを聴 く側か らあなた も演奏 に参加す る側 に まわってみ ませんか。 阿

蘇の「野の花に捧 げる歌詞」「野の花にまつわる思い出の歌詞」など、ふるっ

て ご応募 ください。

☆テ ー マ ○「阿蘇の野の花」にちなんだもの (1番だけでなく2番

または3番 まで作ってください。)

☆応募規定  ○未発表または発表予定のないもの。

OA4判 サイズの用紙を使用し、住所、氏名、年齢、

職業、電話番号を明記のこと。

○作品は返却しません。佳作以上の作品は、はなしのぶ

コンサー ト実行委員会に帰属 します。

○作品についての簡単なコメントをつけて下さい。

☆締  切  平成 12年 11月 30 LI

☆発  表 人賞者には 1月 までにお知らせ し、平成 13年 6月 24日 の

コンサー ト会場で発表して表彰 します.

☆ 賞   特選 1名 賞状、楯、記念品 副賞 (体暇村1泊 2名 様ご招待)

入選 1名 賞状、楯、記念品  佳作 3名 賞状、記念品

☆応募先・お問い合わせ

〒869-1602
熊本県阿蘇郡高森町大字高森 体暇村南阿蘇内

はなしのぶコンサー ト実行委員会 「阿蘇の野の花歌詞募集」係

TEL 09676-2-2111

みなさんのご応募をお待ちしています

九
月
八
日
～
十
日
ま
で
山
村
広

場
及
び
体
暇
村
南
阿
蘇
で
開
催
さ

れ
る
、
第
十
三
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
を
応
援
し

よ
う
と
、
町
内
の
小
中
学
校
の
児

童

・
生
徒
た
ち
が
、
参
加
者

へ
の

0

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
全
国
各
都
道
府
県

の
応
援
旗
を
作
成
し
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ

ュ
ツ
ク
サ
ッ
ク
に
記
念
バ
ッ
チ
や

温
泉
の
入
浴
券
な
ど
と

一
緒
に
参

加
者
に
贈
ら
れ
ま
す
。

○

ひのくに新世紀総体 (全 国高

校総体)の成功を願い

高校生が町へ花鉢を贈呈

来年、熊本県で行われる高校総体の成功

とPRを兼ねて、ケイ トウの花鉢 30鉢が

町役場に届けられました。これは阿蘇清峰

高校が育てたものを高森高校が預か り、生

徒たちが町長に手渡 したものです。代表か

ら「大事に育てて ください。」 との言葉が

添えられました。

山岳競技の会場となる本町には、高森高校生6名 が

町長にきれいなケイ トウの花鉢を贈りました。

夜
の
明
け
て
　
女
か
ら
母
親
に
な
り

勘
の
悪
さ
　
ま
た
来
る
為
に
忘
れ
た
つ

夜
の
明
け
て
　
短
夜
が
う
ら
め
し
う
な
る

勘
の
悪
さ
　
何
べ
ん
来
て
も
道
聞
か
す

心
変
わ
り
　
折
れ
た
煙
草
で
分
か
り
ま
す

や
り
ば
な
し
　
借
金
し
て
は
夜
逃
げ
す
る

夜
の
明
け
て
　
や
っ
と
明
暗
分
け
た
票

勘
の
悪
さ
　
間
口
五
間
の
車
庫
ン
要
る

夜
の
明
け
て
　
何
も
覚
え
ち
ゃ
お
ら

っ
さ
ん

降

っ
た
り
止
ん
だ
り
　
芝
は
虎
刈
り
し
て
し
ま
い

夜
の
明
け
て
　
氷
枕
も
良
え
寝
息

時
代
錯
誤
　
機
械
餅
ど
ま
食
わ

っ
さ
ん

退
院
す
鴬
の
声
散
歩
道

峠
越
す
虹
の
架
け
橋
く
ぐ
り
抜
け

熱
帯
夜
知
ら
ぬ
倖
せ
峡
に
老
い

草
を
取
る
又
草
を
取
る
畑
仕
事

宝
物
得
た
よ
に
洗
濯
梅
雨
晴
間

梅
雨
最
中
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
ま
ま
な
ら
ず

緑
陰
に
母
子
揃
い
の
赤
帽
子

幻
想
の
蛍
の
間
に
遊
び
け
り

一
般
投
句

雑
草
に
負
け
じ
と
伸
び
る
芋
の
傘

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

上
井
加
根
女

林
　
　
不
忘

佐
伯
　
文
雄

佐
藤
　
重
信

岡
本
　
琴
司

渡
辺
　
雲
海

桐
原
　
自
酔

堀
田
　
蘇
仙

林
田
　
一
声

浦
塚
　
南
天

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

阿
南
は
じ
め

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子

甲
斐
　
康
利

野
尻
　
美
穂

甲
斐
し
ず
枝

長
友
た

つ
子

野
尻
　
里
女

５

（洗
川
）
後
藤
　
信
子
　
　
　
ほ

pOEγlRyPAGE
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毎 日

家庭での介護

寝具の整え② ～ベット編～

高さが調節できるベットを

の安心・お世話 石
留

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ヽ

ベッ トの利点は ?
●起きたり立ったりするのに便利です。

●寝たきりの場合は、介護者にはベットの方が

介護しやすいでしょう。

●ほこりが比較的かぶらないので清潔です。

上手なベ ッ トの使い方

①マットレスはあまり柔らかすぎないものを選びま

しょう。適度な支持感が大切です。柔らかすぎると

起き上がりや寝返りにも不便です。

②ベットの高さが変えられるものを選び、お年寄りの

体力に応じて調整します。歩ける場合は、ベットに

座って床に足がつ く高さ (40～45cm)が便利です。

寝た きりの場合は70～ 75cmく らいの高さにしてお く

と、介護者は腰を痛める心配が少な くお世話できます。

つ
t

③ベットから転落しない工夫が必要です。
・ 片側を壁や家具につけておく。
・ ベットに柵をつける。

④寝たきりの場合は、ベットの両側を空けておくと介
護に便利です。

⑤シーツはマットレスを十分に包む大きさが必要です。
シーツの真ん中に くるよう敷 き、 しわを伸 ばして角

をきちんと折 り込みましょう。

創部 3年 目で初優勝したサッカーチーム

■陸上競技 (7月 16日 実施 )

優  勝

男子 100メ ー トル (41～ 45歳 )

男子走 り高跳び  (27歳以下)

男子走 り高跳び  (41～ 45歳 )

2  位

男子200メ ー トル (27歳以 ド)

3  位

男子走 り幅跳び (28～ 35歳 )

女子200メ ーート,レ

7月 9日 (球技・格技 )と 7月 16日 (陸上)の 日

曜日に阿蘇中部で開催された郡民体育祭の結

果をお知らせします。

今年は球技・格技では 12種 目に出場。団体

でソフ トボール男子・サッカーの2種目で優勝

し、陸上で 3種目に優勝、ほかにもたくさんの

種目で大健闘し上位入賞を果たしました。

■球技・格技(7月 9日 実施 )

優  勝

ロソフトボール男子

ロサッカー

2  位

ロバ ドミントン男子

ロバ ドミントン女子

ロゲー トボール女子

3  位

ロバスケットボール男子

ロソフトテニス

□剣 道

□柔 道

□柔道個人の部 古西政喜

、  ヽ

、＼  ヽ
＼ .` ヽ
＼＼ ｀ヽ

■つ

タ
´
¢

´́ ´
?_

果結〈
ロ

“
式

一〓
ロ

●  ●

田代

利道

田代

靖人

誠和

靖人

○             ○
ベットの角の整え方

①シーツの端をつまみAが垂直になるように垂らす②B

をとりあえずマットの上に置き,Cをマットの下に入れ

る ③布がピンとするようにDを押さえる。④Bを下に

おろし余った部分をマットの下に入れる。

① ② ③

／

ノ
冽
コ

）Ｚ
ノ
トＬ

ノ
ク
一
■
ヽ
Ｂ

④

．

、＼
A

↑

不製の温かみの

あるものかよい

マ トレス 1、 1押 く ごも t`.ψ l′ したものかよい

体か沈 `′
込́ん (rt′ 」:う t,の |.■ |((Iし ヽ

|
■―′ヽ ,  フ几

`∴
よさ:(|(′ )(1と |`■ it'刊 1 熊谷 聡志

岩下 良治

梶原あゆみ

ベ ットの高 さ

自分 (ル ける琳合

“

|プ ンヾ|ヽ 11晰 .(足

かつく高さかよい 140-45cr,l(iい
|

富たさ|:の 場合はナ護者のサ十[1に 合わ

t'(´ :il・ fi尋 1‐ る

iち ネの講節 イ本う/ヽ |,卜 が,11,り

'■

■

顧部 を上 けるハ ン トル

出 勘式 〈「自分 こ操作

でき4も のか 1・ も,

`♪

さσl)漁|`分 |
・  上ける

65歳以

12年 10月 か

上
´
り

の方 (第 1号被保険者 )

介護保険料の徴収がはじまります。 ●  ●

郡
中
体
連
夏
季
大
会

各
競
技
で
健
闘

　

図

七
月

一
日
・
二
日
、
阿
蘇
郡
中
体
連
夏
季
大
会
が
阿
蘇
郡

一
円
で
開
催

（今

年
は
県
中
体
連
が
阿
蘇
郡
で
あ
る
関
係
で
、
県
大
会
と
同
会
場
）
さ
れ
、
町
内

の
中
学
校
か
ら
多
く
の
選
手
が
出
場
、
各
競
技
で
健
闘
し
ま
し
た
。

剣
道
で
は
、
高
森
中
学
校
が
団
体
優
勝
、
個
人
男
子
二
年
の
部
で
木
津
京
三

君
、
代
表
男
子
の
部
で
本
村
允
哉
君
、
ま
た
、
柔
道
八
十

一
蛇
級
で
桐
原
学
君
、

卓
球
で
遠
山
ま
り
さ
ん
、
空
手
道
女
子
形
の
部
で
平
井
め
ぐ
み
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

七
月
二
六
日
か
ら
二
九
日
に
阿
蘇
郡
を
中
心
に
行
わ
れ
た
熊
本
県
中
体
連

大
会
で
健
闘
し
ま
し
た
。

お
も
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

郡
中
体
連
夏
季
大
会
結
果
　
（三
位
ま
で
の
入
賞
掲
載
）

優
勝
　
　
剣
道
団
体
　
　
　
　
　
（高
森
中
）

剣
道
　
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
本
津
　
京
三
（高
森
中
二
年
）

剣
道
　
代
表
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
允
哉
（高
森
中
二
年
）

柔
道
　
個
人
八
十

一
キ
ロ
級
　
　
　
桐
原
　
　
学
（高
森
中
三
年
）

空
手
道
　
女
子
「形
」
の
部
　
　
　
平
井
め
ぐ
み
（高
森
中
三
年
）

卓
球
個
人
の
部
　
　
　
　
　
　
　
遠
山
　
ま
り
（草
部
中
三
年
）

準
優
勝
　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
　
（高
森
束
中
）

女
子
テ
ニ
ス
　
　
　
　
（高
森
中
）

卓
球
女
子
団
体
　
　
　
（草
部
中
）

卓
球
個
人
の
部
　
　
　
　
　
　
　
小
住
　
早
苗
（草
部
中
三
年
）

剣
道
　
一
年
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
悠
貴
（高
森
中

一
年
）

剣
道
　
二
年
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
雄
貴
（高
森
中
二
年
）

柔
道
　
個
人
五
十
五
聴
一級
　
　
　
一三
井
　
晴
貴
（高
森
中
三
年
）

柔
道
　
個
人
七
十
三
聴
．級
　
　
　
藤
川
　
朋
也
（高
森
中
三
年
）

空
手
　
男
子
「型
」
の
部
　
　
　
　
佐
藤
　
文
彦
（高
森
中
二
年
）

空
手
　
女
子
「型
」
の
部
　
　
　
　
立
山
　
詠
子
（高
森
中
二
年
）

三
位
　
　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
　
（高
森
中
）

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
　
（高
森
中
）

サ
ツ
カ
ー
　
　
　
　
　
（高
森
中
）

男
子
バ
レ
ー
　
　
　
　
（高
森
東
中
）

剣
道
　
一
年
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
源
喜
（高
森
中

一
年
）

剣
道
　
代
表
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
　
勇
介
（高
森
中
三
年
）

柔
道
　
個
人
六
十
六
キ

ロ
級
　
　
　
桐
原
　
仁
史
（高
森
中
二
年
）

柔
道
　
個
人
九
十
キ
ロ
級
　
　
　
　
原
田
　
悠
聖
（高
森
中

一
年
）

空
手
　
男
子
「組
手
」
の
部
　
　
　
後
藤
　
府
匡
（高
森
中

一
年
）

介護保険制度の円滑な実施のための特別対策

5歳以上の方の介護保険料は、次のような経過措置により、段階的な方法で納める

とになりました。

ハｈ
）
こ

:一―■平成12年度・ …―■―E平成13年度‐――:一日平成14年度ローー
:

平成12年 4月 ～9月
:

介護保険料は

納めません。

平成 12年 4月    10月

平成13年 10月 ～

本来の介護保険料の全額を納めます。

>
平成 13年 4月 平成 14年 4月10月 10月  平成 15年4月

年に1度見直されます。次回見直しは平成15年度分(平成15年 4月 ～)か らです。
まちや学校・園などの楽 しい話題や催 しの情報・報告をお寄せ ください。(広報たかもり)
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第20回 はなしのぶ コンサー ト

野の花 (観客)を魅了

6月 25日、20回 目を数えた「はな しのぶ コンサー ト」が体

暇村南阿蘇セ ン トラルロッジで開催 され ました。

尚綱中学・高校マン ドリンクラブ (宮尾光一先生指揮)が奏で

る澄んだ音色や、高森小学校 (は な しのぶ合唱団)の合唱などで

約千人の聴衆の皆 さんを最後 まで魅了させ ました。

また午後か らは『花 と遊 ぼう』と題 して「この花な～に」と野

草園で 自然観察会が行われ大勢の参加 した人たちは、野 に咲 く

ほん ものの野草に魅入っていました。

このコンサー トは「野の花に語 りか ける」コンサー トとして、

自然 に感謝 し自然を守 る大切さをみんなで考 えようと開催 さ

れてきた ものです。

また、この日が晴れますようにとてるてるぼうずのコンテス

トも行われましたが、野の花の願いが強 く、今年も室内での開

催となりました。

時代をとらえた銅賞作  銀賞の「アンバンてる子ちやん」  かづらを使つた金賞作

この社会 あなたの税が生きてιlる

税
の
広
報き

財
産
を
相
続
や
遺
贈

（遺
言
に

よ

っ
て
財
産
を
譲
る
こ
と
）
に
よ

っ
て
も
ら

っ
た
場
合
に
は
、
相
続

税
が
か
か
り
ま
す
。

相
続
税
は
、
遺
産
の
総
額
か
ら

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
債
務
や
葬
式

費
用
な
ど
を
差
し
引
い
た

「正
味

の
遺
産
額
」
が
、
基
礎
控
除
額
を

超
え
る
場
合
に
、
そ
の
超
え
る
額

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

基
礎
控
除
額
は
、
五
千
万
円
と
、

一
千
万
円
に
法
定
相
続
人
の
数
を

掛
け
た
金
額
と
の
合
計
額
で
す
。

例
え
ば
、
法
定
相
続
人
が
、
妻
と

子
ど
も
二
人
の
合
計
三
人
の
場
合
、

基
礎
控
除
額
は
、
五
千
万
円
と
、

一
千
万
円
×
二
人
の
合
計
八
千
万

円
と
な
り
ま
す
の
で
正
味
の
遺
産

額
が
八
千
万
円
ま
で
で
あ
れ
ば
、

相
続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

消
費
者
か
ら
の

「預
り
金
」
と
も

い
え
る
税
金
で
す
か
ら
、
日
ご
ろ

か
ら
納
税

の
た
め
の
資
金
手
当
や

納
付

の
期
限
に
十
分
注
意
し
、
期

限
内

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
内
に
納
付
さ
れ
な

い
場
合

は
、
本
税

の
ほ
か
、
延
滞
税
も
併

せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。さ

ら
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

売
掛
金
、
預
金
、
不
動
産
等
の
財

産

の
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
売
掛
金
等

の
差
押
え

を
受
け
ま
す
と
大
事
な
取
引
先
か

ら
の
信
用
を
失
う

こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

期
限
内

に
納
付
で
き
な

い
事
情

が
あ
る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
税

務
署
に
ご
相
談
下
さ

い
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
や
相

続
税
な
ど
税
に
つ
い
て
お
分
か
り

に
く

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽

に
阿
蘇
税
務
署
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
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９
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０

５

５

１

八
月
は
国
民
健
康
保
険
税
（四
期
Ｙ
固
定
資
産
税
（二
期
）
の
納
期
で
す
　
納
期
限
（八
月
三
十

一
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

●

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

期
限
内
納
付

日 分

個
人
事
業
税
は
、
物
品
販
売
や

製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
を
営
ん

で
お
ら
れ
る
個
人
の
方
が
、
そ
の

所
得
に
応
じ
て
納
め
る
税
金
で
、

税
額
を

一
期
、
二
期
に
分
け
て
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（税

額
が

一
万
円
以
下
の
場
合
は

一
期

一

の
み
）

第

一
期
分
の
納
税
通
知
書
が
県

ヽ

地
域
振
興
局
か
ら
八
月
初
め
に
発

送
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
は
八
月
〓
Ｔ

十

一
日
で
す
。
お
近
く
の
銀
行
や

郵
便
局
、
農
協
等

の
金
融
機
関
、

ま
た
は
県
地
域
振
興
局
税
務
課
の

窓
口
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
電
気
料
金
や
水
道
料
金

の
よ
う
に
納
税
に
便
利
な
日
座
振

替
制
度
も
あ
り
ま
す

の
で
、
日
座

振
替
を
利
用
さ
れ
た

い
方
は
、
お

気
軽
に
県
地
域
振
興
局
税
務
課
、

ま
た
は
金
融
機
関
窓
口
に
お
申
し

出
く
だ
さ

い
。

個
人
事
業
税
の
こ
と
で
お
わ
か

り
に
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局

税
務
課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ＴＥ
０
９
６
７

・
２
２

・
１
１
１
１

（内
線
３
２
１

・
３
２
２
）

●

暮
ら
し
を
支
え
る

私
た
ち

の
暮

ら
し
を
支
え

る

国
民
年
金
。
三
月
末

に
は
年
金

改

正
法
も
成
立

し

て
、
給
付
と

負
担

が
よ
り
適
切

に
な

る
よ
う

に
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

そ

の
国
民
年
金
制
度

で
は
、

平
成
十

一
年
二
月
末
現
在

の
加

入
者
数

は
七
千
五
十

万
人

に
も

達

し

て

い
ま
す
。
ま
た
、
老
齢

基
礎
年
金
な
ど
各
種
年
金

の
受

給
者
数
は

二
千
七
百

二
万
人

に

達

し
、
多
く

の
人

々
の
生
活
を

支
え
て
い
ま
す
。

国

民
年
金
な
ど
公
的
年
金
制

度

の
受
給
者

が
受

け
る
年
金

の

総
額

は
、
平
成
十

一
年
度

で
は

三
六
兆

五
千
億

円

に
も
達

し

て

お
り
、
前
年
度

に
比

べ
て
五
、

四
％

一
兆
九
千
億
円
の
増
加
で
す
。

こ
の
総
額

は
、
国
民
総
所
得
五

百
兆

円

の
七
、
三
％
を
占

め

る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
受
給
者

の
平

均
年
金
月
額

は
、
平
成
十

一
年

二
月
末
現
在

で
、
五
万

四
千
八

十
七

円
と
な

っ
て

い
ま
す
。

こ

の
額

は
六
十

五
歳
前

に
繰

り
上

げ

て
減
額

さ
れ
た
年
金
を
受
給

し

て

い
る
人
も
含
め
た
平
均

で

あ

り
、
六
十
五
歳

か
ら
受
給

し

て

い
る
人

の
平
均
額

で
は
、
五

「は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

．天
気
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
の
願

い
を
込
め
て
高
森
町
観
光
協
会
（吉

良
禎
人
会
長
）
が
行
い
ま
し
た
、第

十
回
て
る
て
る
ぼ
う
ず

コ
ン
テ
ス

ト
に
は

一
八
九
点
も
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
は
み
な
さ
ま

の
願
い
も
む
な
し
く
あ
い
に
く
の

天
候
で
今
年
も
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ

ジ
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
来
ら
れ
た
方
々

か
ら
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「て
る
て
る
ぼ
う
ず

コ
ン
テ
ス
ト
」

は
、
五

一
七
票
の
う
ち
六

一
票
を

獲
得
さ
れ
た
山
室
英
子
（西
丁
）
さ

ん
の
作
品
「あ
し
た
て
ん
き
に
な

あ
れ
」
が
金
賞
と
な
り
ま
し
た
。

投
票
結
果
（敬
称
略
）

金
賞

「あ
し
た
て
ん
き
に
な
あ
れ
」

山
室
英
子

（西
丁
）

銀
賞

「ア
ン
パ
ン
て
る
子
ち

ゃ
ん
」

相
馬
ま
り

（上
在
）

銅
賞

「森
首
相
」

杉
山
し
げ
行

（新
潟
県
）

「紫
陽
花
と
か
た

つ
む
り
」

高
森
保
育
園

万
八
千
七
百
五
十

一
円
と
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く

の
国
民
が

支
え
合

い
、
そ
の
利
益
を
享
受

し
て
い
る
国
民
年
金

で
す
が
加

入
す

べ
き
方
の
中

に
は
加
入
の

届
け
出
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

保
険
料
を
納
め
て
い
な

い
人
が

い
ま
す
。

平
成
十
年

の
調
査

で
は
未
加

入
者
が
九
十
九
万
人
、
平
成
八

年

の
調
査
で
は
未
納
者
が
百
七

十
二
万
人

い
ま
す
。

こ
れ
は
公

的
年
金
制
度
を
含
ん
だ
国
民
年

金
に
加
入
す

べ
き
方

の
約
四
％

程
度
に
な
り
ま
す
。

こ
の
状
態
を
放
置
す
る
と
将
来
、

無
年
金
者
や
低
額

の
年
金
し
か

受
給
で
き
な
い
人
が
発
生
し
ま
す
。

こ
う
し
た
未
加
入
者
や
未
納

者

の
発
生
を
で
き
る
限
り
少
な

く
す
る
た
め
に
、
住
民
の
皆
様

の
御
理
解
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
加
入
の
案
内
、
保
険
料

の
納
付
や
保
険
料
を
納
付
で
き

な

い
場
合

の
申
請
免
除
手
続
き

な
ど
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は

役
場
住
民
生
活
課
　
国
民
年
金
係

Ⅲ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

納
税
は

社
会

の
基

本
的
な

ル

ー
ル
で
す
。

特

に
、

消
費
税
及

び
地
方
消

費
税
は
、

〔ωに
　ヽ
　
　
　
＾ ●

●

こ シ

言野党事業者

第
１６
回
阿
蘇
の
野
の
花

歌
詞
募
集
特
選
歌

作
詞
　
増
田
和
巳

作
曲
　
林
田
戦
太
郎

編
曲
　
中
田
貴
理
子

南
の
風
が
は
こ
ん
で
き
た
よ

一
、
南

の
風
が
　
は
こ
ん
で
き
た
よ

春

の
や
さ
し
さ
　
は
こ
ん
で
き
た
よ

タ

ン
ポ
ポ
　
ス
ミ
レ
　
春
告
げ
花
が

ポ

ッ
と
ひ
ら

い
て
　
心
に
し
み
る

そ
ん
な
や
さ
し
さ
　
は
こ
ん
で
き
た
よ

二
、
南
の
風
が
　
は
こ
ん
で
き
た
よ

春
の
ぬ
く
も
り
　
は
こ
ん
で
き
た
よ

野
焼
き
の
丘
に
　
若
草
萌
え
て

青
い
空
に
は
　
小
鳥
が
歌
う

そ
ん
な
ぬ
く
も
り
　
は
こ
ん
で
き
た
よ

三
、
南
の
風
が
　
は
こ
ん
で
き
た
よ

春
の
と
き
め
き
　
は
こ
ん
で
き
た
よ

光
が
ゆ
れ
て
　
春
待
ち
人
の

夢
が
ふ
く
ら
み
　
こ
こ
ろ
は
踊
る

そ
ん
な
と
き
め
き
　
は
こ
ん
で
き
た
よ

て
る
て
る
ぼ
う
ず

　

喝

コ
ン
テ
ス
ト

高森小 はなしのぶ含唱団

高森保育園児が作成した銅賞作

個
人
事
業
税
の
第

一
期

納
期
限
八
月
三
十

一

国
民
年
金
だ

よ

り

国
民
年
金

(13)

基礎 確

1000万1000万1000万

'000万
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お手軽・エコライフ No.6
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高
森
小
Ａ
チ
ー
ム
が
昨
年
に
続
き
優
勝
　
　
県
大
会
に
出
場

七
月
十
五
日
の
土
曜
日
、
今
年
も
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
大
会
が
自
水
農
村
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
学
び
な
が
ら
、
交
通
安
全

へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
阿

蘇
南
部
地
区
交
通
安
全
協
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
高
森
小
三
チ
ー
ム
、
上
色
見
小
三
チ
ー
ム
、
自
水
小
ニ
チ
ー
ム

の
計
八
チ
ー
ム
、
三
十
八
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
ル
ー
ル
の
学
科
テ
ス
ト
や
Ｓ
字
や
８
の
字

コ
ー
ス
、
一
本
橋
走
行
な
ど
の
難
し
い
実
技
競
技
に
子
ど

も
た
ち
は
真
剣
に
取
り
組
み
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み
真

っ
最
中
、
夏
休
み
ぐ
ら
い
は
思
い
っ
き
り
外
で
遊
ば
せ
た
い
も
の
で
す
ね
。
ウ
キ
ウ

キ
気
分
の
影
に
は
気
の
ゆ
る
み
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
規
則
正
し
い
生
活
と
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て
、
猛
暑
の
夏

を
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。大

　
会
　
結
　
果

■
団
体
の
部

▽
優
勝
　
高
森
小
Ａ

▽
二
位
　
上
色
見
小
Ａ

▽
三
位
　
高
森
小
Ｂ

■
個
人
の
部

▽
優
勝

　

田
上
将
太
郎

（高
森
小
Ａ
）

▽
二
位
　
井
上
孝
史

（上
色
見
小
Ａ
）

▽
三
位
　
後
藤
竜
児

（高
森
小
Ｂ
）

一／・／

優勝した高森小チーム。 阿蘇南部地区交通安全協会代表として、

7月 26日含志町総合体育館で行われた県大会に出場し健闘しました。

●●

熱の20～30%は外から入ります。
ブラインドやカーテンを。

ヽ1′

ECOくん
CHECK

屋外機は風通 しのよい場所に

設置 して、夏場は日よけを。

5%省 エネに。

冷房の設置温度を 1℃ 上げると

10%の省エネに。

■ ■

エアコンを上手に使って20%省エネしたら、

1年で176kWh、 C0267kg、 静13り 900円の節率匈:こ 。

※各種資料をもとに熊本県試算■■■■■

(9)

第 10回 南阿蘇中学生海外研修

8月 18日 に出発

近年の世界情勢の「|ま ぐるしく変化す るなか、

|1本 の |!L界 に対する役割は増大 しています cそ こ

で中学生の海外研修を通 じて集団生活や興文化、

人情等を直接体験することにより、1吐 界に貢献 し

うる人材育成 を日的に阿蘇 南部六 ヵ町村で実施

す る中学校海外研修の中学生22名 、リー ダー6名

が決定 しました。(研修は8月 18卜 |か ら22日 まで

の 4油 5日 )

研修参加者 (高森関係者分 )

リーダー研修者

大塚 史崇 (大塚ガス勤務)

中学生研ll多者

後藤 将匡 高森中学校  1年生

安藤 真央 高森東中学校 2年生

第 5回 カリスペル市

派遣研修生決定

町教育委員会で募集 したアメ リカ。モンタナ州 カ リス

ペル市へのホームステイ研修参加者が決 まりました。

これは中・高校生 。一般を対象 とした海外派遣研修事業

で、応募者の中か ら厳正なる抽選 を行い、次の方たちの参

加が決定 しました。

ホームステイ参加者は8月 3日 に出発し、17日 に帰国。

研修の詳 しい内容は本誌で も紹介予定です。

●  ● ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
会
　
活
動
状
況
　
　
Ｄ

自
発
的
に
障
害
者
や
老
人
に
対
す
る
奉
仕
や
児
童
教
育
な
ど
社
会

福
祉
活
動
を
行
う
人
々
を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
い
い
ま
す
。趣
旨
に
賛
同

し
た
方
々
が
協
会
を
設
立
し
、自
主
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
協
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
も
高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会

（ＴＥＬ
２
・２
１
５
８
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

村上

色見

山村

安方

佐藤

本村

修

純一

智恵

章充

裕二

文彦

允哉

参 カロ 者

役場総務課 (引 率 )

高森高校 1年生

学園大付属高校 1年生

高森中学校 3年生

高森中学校 2年生

高森中学校 2年生

場
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1日 8時間、2週間
｀

使いつづけると、

エアコンの風量

は5%も低下する。

ちよつと気を付

けるだけで、省エネ

できるんだ。
エアコンもいろいろ

世話をしてあげると、

よく働いてくれるんだ。

研

同で清掃

⌒

∩
小さ|な工夫で大きな省エネ
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フィルターの手入れはこまめに。
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栄義士の

野菜

①新鮮なうちに食べる。

②流水で十分洗う。

③傷んだ部分は捨てる。

④保存は低温で早めに食べる。

たヽ鷹 ■ す
.

あなたへ①

保 健 婦 か ら
こ
ん
に
ち
は
、
高
森
町
母
子

保
健
推
進
員
で
す
っ

私
た
ち
母
子
保
健
推
進
員
は
平

成
九
年
度
よ
り
町
の
委
嘱
を
受
け

て
、
妊
婦
さ
ん
と
赤
ち

ゃ
ん

の
い

る
お
宅

に
訪
問
し
て
、
い
ろ
ん
な

相
談

に
の

っ
た
り
、
乳
幼
児
健
診

の
お
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

町
に
住
む
子
育
て
真

っ
最
中

の

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
安
心
し

て
楽
し
く
子
育

て
で
き
、
子
ど
も

た
ち
が
す
く
す
く
と
育

っ
て
い
く

こ
と
を
願

っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

お
宅
に
訪
問
し
た
と
き
は
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

町
内

に
は
、
母
子
保
健
推
進
員

が
十
二
名

い
ま
す
。
今
回
、
七
名
の

方
を
紹
介
し
ま
す
。

食品別の効果的な食中毒予防法

食中毒の原因となる細菌は、ふだん食べる食品に必ず

といつてよいほどついてお り、それでも食中毒にならな

いのは、菌の数が少な く、発症に必要な量に達していな

いからです。

細菌が増殖する条件は、 「栄養分」と 「温度・湿度」

と「時間」。この3つが揃 うとあっという間に増殖 し、

食中毒が起こります。毎 日の生活の中で、菌を寄せつけ

ず、菌を増やさず、殺菌することが大切です。

そこで野菜類、魚介類、肉類を安心して食べるために、

それぞれの食品の正しい知識を覚えておきましょう。

健康講座
沼 田洋子 (旭通 )

8
①バン作り・トールペイント
②夫と子ども2人
③横町

山本博美 (上在 )

①縫い物・バン作り

②夫・子ども2人
③村山・上在

大寺逸子 (昭和 )

①縫い物・話す事・バン作り

②夫と子ども3人
③昭和

山室英子 (西丁 )

①手芸
②夫と二人暮らし
③色見

長崎てつよ (昭和 )

①ガーデニング
②夫と子ども3人
③冬野・森・津留

●  ●

●  ●

高倉恵美 (東 中原 )

①ビアノ

②夫と子ども2人夫の両親
③上色見

果物

*調理の過程での包丁、まな板、

手洗いなどの衛生管理をきちん

と行い、十分に水洗いをすれば

安心。

佐藤若枝 (上在 )

①手芸
②夫と二人暮らし
③天神・上町

肉類             魚介類

①網やフライパンで焼く。   *鮮 度のよいものを購入し、な

②油で揚げる。        るべく早めに食べる。

③ゆでる。蒸す。       *保 存する場合は、他の食品と

④煮込む。          接触しないようにして、低温
*ハ ンバーグなどのミンチ状の (10℃ 以下)で保存する。

肉類 は、中心部分 まで熱が通 る

ように全体を薄 くした り中央部

分 をへ こ ます 等 の工夫 を し ま

しょうの

ヽ

(11)

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

平
成
十

一
年
度

社
協
会
費
の
報
告

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
は
い

っ
た
い
何
だ
ろ
う
。
‥
何
に
使
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
‥
、
そ
う
思

わ
れ
て
い
る
方
も
お
れ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

社
協
の
会
費
、
そ
れ
は
み
な
さ

ま
方
そ
れ
ぞ
れ
が
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
員
に
な

っ
て
い
た
だ
き
、

年
間

一
世
帯
あ
た
り
五
百
円
の
会

費
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

社
協
が
推
進
或
い
は
推
進
し
よ
う

と
し
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
事
業
活

動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆

主

な
使

途

は

◎
歳
末
見
舞
い

（在
宅
寝
た
き
り
老
人
、身
体
障

害
者
（児
）
、
施
設
入
所
者
、
長
期

入
院
者
等
の
見
舞
い
）

◎
介
護
機
器
購
入
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
、
母
子
寡
婦
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
の
育
成
支
援
の
た
め
の
財

源
等

詳
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会
ま

で

ＴＥＬ
２

・２
１
５
８

◆ 実 績 額

車イスやベット等の介護機器購入にも使われています

■

い
よ

い
よ
夏
本
番
の
八
月
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
季
節
は
、
至
る
所
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
は
し
や
ぐ
声
が
聞
こ

え
て
実
に
心
和
む
時
期
で
は
な

い
で

し
よ
う
カ

《
夏
》
と
言
え
ば
花
火
を
思

い
浮
か

べ
ま
す
が
、
優
雅
さ
と
危
険
性
を
兼
ね

備
え
て
い
ま
す
の
で
正
し
い
遊
び
方

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

取
扱
説
明
書
を
良
く
読
ん
で
遊
び

ま
し
ょ
う
。
間
違

っ
た
遊
び
方
を
す
る

と
や
け
ど
や
、
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

☆
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
、
遊
び
終
わ

っ
た
ら
完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

☆
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
燃
え

や
す
い
も
の
の
近
く
で
遊
ば
な
い
。

☆
た
く
さ
ん
の
花
火
に

一
度
に
火
を

つ
け
な
い
。

☆
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危

険
で
す
か
ら
、絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。
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～8つの利玖煮|～ (5人分)

□材料 (5人分 )

なす500g、 いりご

ま大さじ5、 A(だ
し汁250g、 酒大さ

|じ 5、 砂 糖大 さ じ

11キ、濃 日しょうゆ

1大 さ じ 1、 塩小 さ

|じ キ )、 片栗粉大

|さ じ 1、 水大さじ 1
1

3

□作り方

①なすはたて半分に切り、5 cm長 さに切る。そし

て水に放ちあく抜きをする。

②たつぷりのお湯になすを入れてさっとゆでてざ

るにあげる。

③鍋に調味料Aを 入れ、沸騰させなすも入れて弱

火で煮、いりごまを加え煮る。

④水溶き片栗粉でとろみをつけ、器に盛り出来上

力Sり 。

献立

●麦ごはん

●鶏ミンチの小判焼き

●なすの利久煮

●おぼろこんぶ汁

一人分の栄養価

エネルギー625キロη里

タンパク質 25g
カルシウム 275mg
塩分      3.89

掲載 は順不同。

①趣昧

②家族構成

③担当地区

(5名の方は来月号で

紹介します。)

一般会費 998,500「 Il 賛助会員以外の個人

賛助会費 343,300円 社協役職員等

特別会費 25,000円 会社、事業所等

団体会費 9,000円 福祉施等

言十 1,375,800円
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